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要 約 

 視覚と聴覚の相互作用については,視・聴覚同時刺激でネコ上丘の神経放電が著明に増大する
ことが明らかにされている.本報ではヒトにおける視覚と聴覚の相互作用を誘発脳波により検討し
た. 対象は眼科・耳鼻科的疾患のない正常人8名(年齢21-67歳)である.刺激は光刺激(1J)と音刺
激(90dB)を組み合わせ,MOVING TOPOGRAPHY SYSTEM 711A(NEC三栄)にて短潜時視覚誘発
反応と聴性脳幹反応の記録・解析を行った. 実験1:視覚或は聴覚の単一刺激と視・聴覚同時刺激
の誘発電位の比較を行った.同時刺激では単一刺激で出現しなかった反応波が潜時40msec.付近

(平均振幅O.85μV)に検出された. 検州率は6/8例(75%)であった.  


